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○ 超高齢化社会に向け、高齢者・要介護者が増加する中、介護者の不足の問題が顕在化しており、
その解決が喫緊の課題となっている。 

○ このため、ネットワークロボット技術の高度化等の研究開発に取り組むことにより、介護が必要な 
場合であっても、自立的、かつ安全・安心に生活空間内の行動を可能とするICTを活用した行動支援
システムの実現を目指す。 

【現状】 
要介護者の増加と介護者の不足 

【ありたい社会】 
自立的に、安全・安心な移動を可能とする 

介護者の負担増大 
一人で外出すると不安 

移動中に危険 

介護者が不足 

搭乗者の行動意図や情動を 
認識しつつ、安全に移動。 

複数の車いすが、経路、位置
情報等に基づき安全に移動。 

危険箇所を検知し、 
自動制御により転倒を防止。 

実施期間： 平成27年度～平成29年度 （3か年） 
平成27年度概算要求額： ５．０億円 （新規） 
実施主体： 民間企業、大学等 （通信機器メーカ、ロボット製造事業者や関連するフォーラム・コミュニティと連携して取り組む。）を想定 

主な 
技術課題 

・ネットワーク接続環
境の変化に対応し
た制御技術の確立 

・生体情報やセンサ等
を用いた周辺状況
認識技術の確立 

・他の車いすとの通信
等により自動的に近
傍の危険を回避す
る技術の確立 

⇒高度化 ネットワークロボット 
プラットフォーム 

1 ＩＣＴを活用した自立行動支援システムの研究開発 



コミュニケーション／ネットワークロボットを活用した健康づくり 

■ ネットワークロボット、ウェアラブルセンサーや非接触モニタリング等の技術の活用によるさらなる健康づくり（例えば、
健康情報や医療・介護情報等とコミュニケーションロボットをつなぐことによって認知症等の重症化を予防）に関する実
証事業について、平成２７年度予算を要求中（１３億円の内数）。 

■ これにより、コミュニケーション／ネットワークロボットを通じた高齢者が安心できる生活環境の実現と高齢者の社会
参加促進に貢献。 

ネットワークロボットやウェアラブルセンサー等を活用した健康づくり 

【現状課題】 
 高齢化による認知症高齢者の増加と介護負担の増加 
 早期受診・対応の遅れによる認知症状の悪化 
 地域における支援体制が不十分 
 医療・介護分野の連携体制の構築 
 ・・・その一方で 
 ６０％以上の国民が「自宅で療養したい」 
  （住み慣れた地域で可能な限り生活を続けたいニーズ） 

医療・介護情報 

健康情報等 

ネットワークロボット・ 
プラットフォーム 

ウェアラブルセ
ンサー、非接触
モニタリング 

タブレット型 

 服薬管理 
 健康管理 
 異常検知 
 癒し効果 等 

 会話量の増加による認知機能訓練 

 センサー等による体調管理と健康
維持 

 住み慣れた地域における自立生活
の継続  等 

 ウェアラブルセンサーや居住スペースに設置した非接触モ
ニタリング等から健康情報を収集 

 収集した健康情報とネットワークロボットを連携させてコ
ミュニケーション、体調等の管理・見守り 

 ネットワークロボット・プラットフォームの構築によりロボット
端末によらず継続的な健康づくりサービスの提供 

 要介護者の健康状
態の把握 

 早期異常検知、重
症化予防 

 業務連携による
サービスの質向上
と負担軽減 

 ネットワークロボッ
ト・プラットフォーム
による認知症予防・
ケアノウハウの蓄
積 

 安心できる生活環境の実現と高齢者の社会参加促進 

ネットワークロボット 

本日の天候と体調から 
たまにはこんな 

体操もいかがでしょう 

今日は暑いからいつもより 
水分を多めにとってください 
その際、お薬も忘れずに 
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災害対応のための消防ロボットの研究開発 

【１年目】 
詳細設計 

【２年目】 
要素技術の試作 

【３年目】 
試作機の完成 

【４年目】 
検証及び改良 

【５年目】 
ロボット完成 

高度化 

２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９～２０２０ 

情報収集ロボット 

放水ロボット 
（無人走行放水車） 

情報収集ロボット、放水ロボットを研究開発す
るとともに、順次、実用化・高度化 
○Ｇ空間×ＩＣＴを活用し、精度の高い遠隔操作 
 を実現 
○人が近づけない現場でも近接し、消防職員 
 の安全向上 

エネルギー・産業基盤災害対応のための消防ロボットの研究開発     
平成２７年度概算要求において２．５億円を計上（Ｈ２６年度 ２．１億円） 

（Ｈ２６から継続）  

【背景】 
○今後発生が懸念されている南海トラフ巨大 
 地震・ 首都直下地震の被害が想定される 
 区域には、我国有数のエネルギー・産業基盤 
 が集積し、大きなリスクが想定。 
 

○石油コンビナートにおける特殊な災害 
 では、災害現場に近づけない等の課題。 

(LPG貯蔵施設の爆発火災) (屋外貯蔵タンクの火災) 

3 


